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【研究の背景・目的】 

 生殖は遺伝の根幹を成す生命現象であり、植物
にとっては種子生産に直結する重要な過程である
が、特に生殖細胞の初期発生過程を制御する遺伝
システムは、そのほとんどが未解明のままである。
本課題では、植物の生殖細胞が体細胞から分化し
て減数分裂に至るまでの過程について、突然変異
体などを用いた解析を中心に研究する。 
 私たちは以前、植物生殖細胞で特異的に機能す
るアルゴノート蛋白質（AGO）としては世界で初
めてとなる、イネ MEL1 の同定に成功した。AGO
は、小さいRNA分子を介して標的RNAと結合し、
遺伝子発現抑制やクロマチン修飾、外来ウィルス
の抑制など、多岐にわたる現象を司ることで知ら
れる。植物では、環境シグナルに応答して誘導さ
れたクロマチン修飾の変化が、動物と同様に、生
殖過程でリセットされるゲノム再プログラム過程
の存在が示唆されている。また植物の減数分裂期
染色体も他の真核生物と同様に、相同な相手を認
識するために特殊なクロマチン構造をとる。すな
わち、植物生殖細胞の発生過程はダイナミックな
クロマチン構造の変化を伴うと予測できる。 
 そこで本課題は、MEL1 など植物の生殖関連蛋
白質の機能解析を軸とし、クロマチン修飾関連遺
伝子群の機能解析と併せて、植物生殖細胞の初期
発生を促進する制御機構の解明を目的とする。 
 

【研究の方法】 

 私たちはこれまでに、減数分裂への移行に必須

であるイネ新規蛋白質 MEL2 の同定にも成功して

いる（未発表）。イネ幼穂を用いた免疫共沈実験に

より、MEL1 および MEL2 と結合する RNA あるいは

蛋白質を同定する。mel1 変異体では、いくつかの

クロマチン修飾関連遺伝子の発現が低下する（図

1）。これらの遺伝子の生殖過程における働きにつ

いて、遺伝子機能を喪失した植物体を作成するな

どして、MEL1 機能との関連性を解析する。また、

レーザーマイクロダイセクション法により顕微鏡

下で発生途上の生殖細胞を摘出、DNA あるいは RNA

を抽出し、生殖に関連する遺伝子の発現や特定の

ゲノム領域におけるクロマチン修飾などを突然変

異体などを利用して解析する。上記の解析から

MEL1 および MEL2 の標的候補であると判断し得る

その他の遺伝子についても、適宜解析する。 

 

【期待される成果と意義】 
 (1)イネ AGO 蛋白質 MEL1 と相互作用する RNA／
蛋白質の解析から、体細胞と生殖細胞の AGO によ
る遺伝子制御システムの比較が可能になり、植物
の生殖細胞の初期発生に必要な遺伝システムの理
解が進む。また MEL1 が発現を促進／抑制する遺伝
子（配列）の種類とゲノムマップの作成から、生
殖細胞発生の促進に必須の新たなゲノム因子の存
在が明らかとなる。(2)減数分裂の移行を促進する
分子メカニズムが明らかになる。(3)生殖細胞の発
生過程で必要なクロマチン修飾のダイナミックな
変化の様相の一端が明らかとなる。(4)生殖細胞の
初期発生過程で生じる生殖的隔離やストレス障害
など、育種的な諸問題を解決するための重要な糸
口を与える意味で、応用的な波及効果が期待でき
る。 

 

図 1 正常型イネの減数分裂細胞（左）では、動
原体（赤）周辺ヒストン H3 の 9 番目のリジン残基
が高度にジメチル化されるが（緑）、mel1 変異体
（右）ではジメチル化が低下する。青は染色体。 
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【研究期間と研究経費】 
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ホームページ等 
http://www.nig.ac.jp/labs/ExpFarm/jweb/jtop/
jlab.html 
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